
 

【資料5】 

 

 

住教育検討ワーキンググループ（WG）における検討状況等 

 

 

1．WGにおける検討内容 

（1） 青森県住教育学習指針（案）について 

（2） 小・中学校、高等学校の家庭科、技術・家庭科、総合的学習等における出前授業について 

① 対象校種及び必要性（需要）の程度 

② 出前授業メニュー（専門家等の分野及び授業内容） 

（3） 研究講座「小・中・高家庭科で育むリビングリテラシー講座」について 

① 対象分野及び内容 

② 派遣する専門講師等 

（4） 家庭科、技術・家庭科住生活の副読本（副教材）について 

① 対象校種及び必要性（需要）の程度 

② 教材の内容及び情報量 

 

2．WGの活動（検討）状況 

H29 2.22  

3.20 

4.28 

5.18 

5.26 

6.12 

6.28 

6.29 

・WG設置（小中学校メンバーを除く）、検討項目、検討スケジュールの確認等 

・「住まい・まち学習教育実践研究会」WGメンバー派遣 

・小中学校メンバー加入、住教育学習内容等校種別検討開始 

・高等学校部会（出前授業分野、講師検討） 

・小中学校部会（教材案、専門講師等検討） 

・高等学校部会（出前授業講師打合せ） 

・小学校部会（教材案等検討） 

・中学校部会（教材案、専門講師打合せ） 

 

3．今後の活動（検討）予定 

（1） 県総合学校教育センター研修講座「小・中・高家庭科で育むリビングリテラシー講座（H29.8.1）」 

・内容：WGで選定した専門講師による出前授業の試行、住教育学習内容等のグループ演習等 

・対象：小・中・高等学校家庭科担当教員 

（2） 住教育学習内容検討 

・青森県住教育学習指針（案）の検討 

・住教育副読本（教材）原案の検討 

・出前授業メニューの作成 

 


